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研究成果の概要（和文）：道場は，目的を同じくする人たちが，年齢や熟達度に関わらず集まり，切磋琢磨する
場所である．道場における専門家と非専門家のコミュニケーションに必要な要素を調査し，科学コミュニケーシ
ョンへ応用することで，持続可能で双方向の科学コミュニケーションの仕組みづくりを検討したところ，以下の
3点が示唆された．（１）熟達度に応じて階層化した段級位制度を向上心や好奇心の喚起と関連させることで，
専門家と非専門家とのコミュニケーションを促している．（２）ソーシャル・キャピタルの向上により，非専門
家の科学的興味・関心が向上する．（３）専門家の代理と非専門家の代表としての２つの役割を担う人がネット
ワーク形成に寄与する．

研究成果の概要（英文）：A "dojo" is a place where people who share the same goals gather and engage 
in friendly competition regardless of age or level of proficiency. We investigated the elements 
necessary for communication between experts and non-experts in a "dojo" and applied them to a 
scientific communication platform to create a sustainable and interactive communication, and we 
found three elements as follows: (1) A hierarchical ranking system according to the level of 
proficiency is related to arousing ambition and curiosity, thereby promoting communication between 
experts and non-experts. (2) The social capital of non-experts improves, which in turn increases 
their scientific interest.  (3) A person who plays two roles as a proxy of experts and a 
representative of non-experts contributes to the formation of the network.

研究分野： 遺伝子工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
今日，サイエンスカフェやワークショップなどが多数開催され，多様なステークホルダーが参加する科学コミュ
ニケーションの場が提供されている．本研究は，能動的で連鎖関係を生むような科学コミュニケーションの実現
を目指し，年齢や熟達度に関わらず集まり，切磋琢磨する場所である道場に着目し，道場を成立させている必要
機能を定義し，その必要機能を科学コミュニケーションの場へ応用することを検討した． 本研究の成果は、科
学コミュニケーションの場となるサイエンスカフェはもちろんのこと，地域コミュニティの防災意識の向上や災
害復興における専門家と一般市民の協働の在り方にも示唆を与えるものとなった．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

「道場」とは，本来，釈迦が悟りを開いた場所のことである．サンスクリット語でボディ・
マンダラ（bodhi-maṇḍala）といい，正確には，釈迦が成道したブッダガヤにある菩提樹下
の金剛座とその周りの区域をいう．また場所を問わず悟りを願う心のことを道場という場
合もある．日本では，一般に仏道を修行する場所や建物のことをいい，より広い意味に用い
られる．さらに転じて武道などの修行をする場所をも指すようになった（日本大百科全書
［小学館］）．「道場」は，目的を同じくする人たちが，年齢や熟達度に関わらず集まり，切
磋琢磨する場所をとして，我が国の独特の教育体制の一つの在り方を示しているともいえ
る．時代に沿って形を変えながら今日まで持続し, 多様な人たちへ知識・技術・ノウハウ並
びに精神を伝承するための共通言語を生み出す機能を有していると言える． 

インターネットが普及した現代社会において，持続的なコミュニケーション方法として，
LINE や Twitter などのソーシャルネットワークサービス（SNS）が大きな役割を果たして
いる．SNS を介して，情報発信者から受信者へコミュニケーションの双方向・多方向並び
に延長方向へ情報が拡散する．また，簡単で便利であることが，その社会普及度を高めてお
り，コミュニケーションツールとして優れた機能を有する．特に，ある人物から発信された
情報を連鎖的に他者へ伝える事象は，「道場」における熟達者が準熟達者へ，さらに準熟達
者が未達者へ知識等を伝承する事象と表面的に似ている．したがって，両者の必要機能も類
似している可能性がある． 

一方，円滑な科学コミュニケー
ションでは，研究者と一般市民と
の間に共通言語が形成され，双方
向・多方向の対話がなされる．研
究者とそうでない人たちとの間
に生まれた共通言語が，さらに一
般市民同士で共有されることは
少なく，延長方向のコミュニケー
ションが促進されない場合がある（図１）．しかし，研究者と一般市民の単発的なコミュニ
ケーションだけでは，科学の進歩の速度に追いつけないばかりか，研究者の労力が増え，コ
ミュニケーションそのものが破綻しかねない．研究者が発信源となり，一般市民が連鎖的に
対話をする持続的な科学コミュニケーションの仕組みが必要である． 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は， 双方向・多方向並びに延長方向のコミュニケーションに必要な機能
を「道場」とSNSが有する機能に着目して分析し，それらの機能を科学コミュニケーショ
ンの場へ導入して，持続可能な科学コミュニケーションの仕組みを構築することである． 
 
３．研究の方法 
（１） 「道場」が有する機能と科学コミュニケーションの場の機能 

道場の歴史並びに役割について文献調査を行い，道場が有する機能とその変遷を整理し，
科学コミュニケーションの場に必要な機能を類推した． 
（２） 「道場」が有する機能と科学コミュニケーションの場への効果１ 

道場の一つの役割である仏教行事の挙行に着目し，行事が一般市民の科学的興味・関心に

図１．科学コミュニケーションの方向 



与える影響を検討した．具体的には，祭りを通じて構築される人とのつながりと科学的興
味・関心，ここでは防災意識を一つの例として，両者の関係を調査した．祭りの運営に携わ
る人，祭りに行く人，行かない人について，消防団員とそうでない人たちに対してアンケー
トを実施し，各々の防災意識の違いをソーシャル・キャピタルの観点から分析した． 
（３） 「道場」が有する機能と科学コミュニケーションの場への効果２ 
 道場が有する出家信者の代理と在家信者の代表という二面的な機能に着目し，このよう
な２つの機能を担う組織の例として，宮城県牡鹿郡女川町の復興における FRK（女川町復
興連絡協議会）を分析した．具体的には，FRK の設立前後の女川町のコミュニティーにつ
いてネットワーク分析を行い，FRK の影響を検討した． 

 
４．研究成果 
(１) 「道場」が有する機能と科学コミュニケーションの場の機能 

道場の起源である仏教曼荼羅，特に大乗仏教の階層構造に着目して文献を調査した．高度
で専門的な修行を積む出家信者集団と戒律はあるものの日々働いて生活している在家信者
集団をつなぐ存在として現れた菩薩集団の起源と役割を整理することを試みた．菩薩集団
とは，ストゥーパ（仏塔）の建立・管理運営・供養など担うために集まってきた在家信者集
団である．彼らは経典を編纂したり儀礼を整備し，それが後の大乗仏教へ発展していくこと
となった．そのようなことができたのは，① 在家信者集団の取り組みに協力する進歩的な
出家信者たちがいた，② 在家信者たちの中から一時的に出家して修行し，帰ってくる者が
いたことにより，出家信者の高度で専門的な修行と学問を在家信者たちが実践できるよう
に変化させたからだと言える．すなわち，出家信者集団と在家信者集団を行き来する人が現
れ，出家信者集団でも在家信者集団でもない中間に位置する階層が生まれたことが大きな
要因となっている．このような菩薩集団の役割は，現代社会に置き換えると，専門家と非専
門家をつなぐ科学コミュニケーターの役割と重ねることができる． 

一方，現代社会における柔道や剣道などの武道を修める道場では段級位制度が採用され，
熟達者から未熟者までを階層化している．知識や技術が高度化・専門化すると，それらの伝
承・継承には階層化したシステムを取る傾向にあると言える．道場では，この階層化した段
級位制度を向上心や好奇心の喚起と関連させることで，熟達者と未熟者とのコミュニケー
ションを促すシステムとして機能している． 
(２) 「道場」が有する機能と科学コミュニケーションの場への効果１ 

近代の道場は，正式な寺院や僧侶が近くにないときに，日常的な法事や仏教行事を担う人
あるいは場所となった．出家信者と在家信者の間に位置する檀家総代であるとともに，在家
信者たちが集まる場所をさす．道場の一つの役割である仏教行事の挙行に着目し，行事が一
般市民の科学的興味・関心に与える影響を検討した．具体的には，祭りを通じて構築される
人とのつながりと防災意識との関係を調査した．祭りの運営に携わる人，祭りに行く人，行
かない人について，消防団員とそうでない人たちに分けて，各々の防災意識の違いをソー
シャル・キャピタルの観点から分析した．ソーシャル・キャピタルとは，社会・地域におけ
る人々の信頼関係やつながりを表す概念で，共通の目的に向けて協調行動を促し，社会の効
率性や成長，持続性を高める社会的資源を意味する．アンケート調査を実施したところ，消
防団員であろうとなかろうと，祭りの運営に携わる人のほうが祭りへ行くだけの人よりも，
ハザードマップや避難場所・経路を理解していたり，備蓄品を準備したり，近所の要支援者
を把握していたり，防災意識が高い傾向にあることが分かった．また，消防団員ではない人



で祭りに行く人は，ソーシャル・キャピタルがハザードマップや避難場所・経路を理解した
り，備蓄品を準備するなど，防災における自助意識に与える影響が大きいことが判明した．
消防団員ではない人たちを非専門家とすると，ソーシャル・キャピタルを高めることによっ
て，非専門家の科学的興味・関心を向上させることができることを示唆している． 
(３) 「道場」の機能と科学コミュニケーションの場への効果２ 

道場の役割は，出家信者の代理として日常的な法事や仏教行事を取り仕切ることと，在家
信者の代表として出家信者を補佐・接待することの 2 つが挙げられる．道場の機能には人
と場所としての２面性があることから，これらに分けて整理した．前者としての機能は，①
出家信者の代理として日常的な法事や仏教行事を取り仕切ることと②在家信者の代表とし
て出家信者を補佐・接待することの 2 つが挙げられる．一方，後者としての機能は，①法
事・仏教行事および接待を行うこと，②在家信者を収容すること，④（人としての）道場に
よって管理・維持されることの 3 つが挙げられる．なお現在では，場所としての道場は，近
隣住民の寄り合い場所としての役割を果たし，一部の道場は公民館や集落センターに変容
している．また，仏教の奥義を研究する場所が転じて，武芸の練習場も道場と呼ぶように
なっている． 

人としての道場の機能に着目すると，出家信者の代理と在家信者の代表としての機能を
有している．これは，科学コミュニケーションに置き換えると，研究者の代理と一般市民の
代表としての２つの役割を担う人の必要性を示唆している．このような２つの機能を担う
組織の例として，宮城県牡鹿郡女川町の復興における FRK（女川町復興連絡協議会）を分
析した．本組織は，女川町商工会の加入事業者が中心となって設立された民間組織で，水産
や商業関連など５つの委員会を開いて研究者・専門家からの情報を収集するとともに，住民
説明会を実施して住民からの意見を収集するなど，研究者の代理と一般市民の代表として
の機能を担った．ネットワーク分析の結果，FRK が女川町内外のコミュニティを橋渡し的
につなぐと同時に，FRK 以外のコミュニティ同士のネットワークも密になった．すなわち，
研究者の代理と一般市民の代表としての２つの役割を担う組織の存在によって，一般市民
同士のネットワークを生むことが示唆された． 
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